
平成26年６月橋本市議会定例会会議録（第３号）その３

平成26年６月17日（火）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○議長（石橋英和君）順番９、４番　楠本君。

〔４番（楠本知子君）登壇〕

○４番（楠本知子君） 皆さん、おはようござ

います。ただ今議長のお許しをいただきまし

たので、通告に従い一般質問をさせていただ

きます。

　１項目めは、地域包括ケアシステムの構築

に向けてということでお伺いさせていただき

ます。

　厚生労働省は、団塊の世代が 75歳を迎える

2025年をめどに、高齢者の尊厳の保持と自立

生活の支援の目的で、可能な限り住み慣れた

地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続

けることができるよう、住まい・医療・介

護・予防・生活支援一体となって提供される

システムの構築として、地域包括ケアシステ

ムの構築に取り組むとされています。

　そこで１番目に、本市においても第６期介

護保険事業計画が作成されます。その計画に

おいて、 2025年を見据えての取り組みが本格

化されてくると思います。この地域包括ケア

システムの構築が柱になるということです。

　地域包括支援については、市民の皆さまも

周知されているかと思いますが、なぜ地域包

括ケアシステムの構築が必要なのか。市民の

皆さまにわかりやすく説明していただきたい

と思います。

　次に、要支援１、２を地域支援事業に移行

し、訪問介護、通所介護においては、新設の

総合事業で予防給付とし、介護保険の財源で

賄うと聞いています。

　平成 29年に、全ての市町村が実施するとな

っていますが、橋本市はいつ移行される予定

なのか。また、これまでのサービスが低下す

ることがないのか、保たれるのか、さらによ

くなるのか、伺います。

　次に、高齢者の外出支援やちょっとした困

り事などの生活支援に、元気な高齢者が担い

手となり、活動実績をポイント化し、それを

現金や商品と交換できるというような、その

自治体では違いますが、昨年度で全国で約

200 の自治体が実施されています介護支援ボ

ランティアポイント制度ですが、市民の皆さ

まの自助・互助の取り組みを進めていく上に

は有効かと考えます。橋本市は、導入を考え

ておられますか。

　次に、人生の最後をでき得る限り自宅でと

いうことになりますが、本人や家族の選択に

基づいた住まいと住まい方が基本になると思

います。

　一つ目に、特養などの施設入所を待ってお

られる方、待機者の実態把握状況を伺います。

　２番目に、介護保険で行う住宅改修に、Ｉ

Ｈクッキングヒーター設置を補助対象にでき

ませんか。これまでの介護保険の自宅改修補

助制度には、認知症への視点が全く入ってお

りません。認知症予防のためにも、ＩＨの設

置も対象としていただきたくお聞きいたしま

す。

　３番目に、市営住宅のバリアフリー化につ

いてですが、私が平成 24年６月の高齢者向け

の市営住宅を増やす計画はありますかの質問

をさせていただきましたときに、そういった

計画はないということで、市営住宅において

は、65歳以上の高齢者の入居状況は、平成 23

年度末で 44％、また単身世帯は全世帯の 23％

と。この割合は、今後ますます増えていきま

す。高齢者に配慮した改修等を検討する必要
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があります。バリアフリー化計画については

市営住宅長寿命化計画の中で検討を行います

との建設部長のご答弁でございました。その

後の検討状況をお聞きいたします。

　次に、在宅介護を支える医療と介護の連携

定期巡回随時対型訪問介護・看護は、ケアシ

ステムの柱となると思いますが、地域の医

療・介護関係者の方とどのように進められま

すか。

　２項目めは、通学路の安全対策を伺います。

　４月から新入生の登下校が始まり、子ども

を送り出す保護者またご家族から、通学路の

改善のお声をいただきました。

　平成 24年、登下校時の児童などが死傷する

事故が起きたことから、全国で通学路の緊急

合同点検がなされました。

　橋本市においても、緊急合同点検がされ、

改善されているかと思いますが、この点検で

得られた情報を関係者が共有をして、さらに

対策を進めていくことが大事だと考えます。

　そこで１番目、通学路の合同点検実施報告

そして改善状況をホームページで公表し、地

域の住民の方とともにその情報を共有するこ

とについて伺います。

　②に、通学路をより安全にということで、

歩道の設置やガードレールの設置などによる

歩車分離や、信号機や横断歩道、カーブミラ

ーの整備などに加えて、最高時速 30㎞以下に

制限するなど交通安全のための規制や抑制を

行うゾーン 30への通学路の指定を推進してい

ただきたく伺います。

　３項目に、くるみんマークの啓発と促進に

ついて伺います。子育て支援の促進に関して

次世代認定マーク、愛称くるみんマークの啓

発、さらに取得促進に関してお伺いいたしま

す。

　次の世代を担う子どもたちが健やかに生ま

れ育つ環境をつくることを目的として、国、

地方公共団体、企業、国民が一体となって取

り組みを進めるために、それぞれの果たすべ

き役割を定めた次世代育成支援対策推進法、

略して次世代法ですが、平成 17年に施行をさ

れました。

　同法では、企業、団体に、従業員が仕事と

子育ての両立ができるように行動計画を策定

するよう義務づけていますが、来年３月末で

期限が切れるということで、その制度延長の

ための法改正が行われました。

　法律に基づいて、従業員の子育てを熱心に

支援している企業には、くるみんマークを付

与して、税制面で優遇する制度も 10年延長さ

れることになったとあります。

　次世代法では、仕事と子育ての両立を図る

ための雇用環境の整備等について行動計画を

策定し、企業内での取り組みを推進するよう

事業主に求めています。

　労働局より認定を受けた事業主は、くるみ

んマークを広告や商品、名刺等につけて、対

外的にアピールすることができ、企業のイメ

ージアップや優秀な人材の確保や定着などが

期待ができます。

　子育て支援を応援する企業対策をもっと進

めていただきたくお伺いいたします。

　１番目に、橋本市でくるみんマーク認定企

業はありますか。

　②このマークが市民の中で浸透しています

か。

　③認定企業の増加をめざすために、市独自

の優遇措置を考えてはいかがですか。

　以上３項目、１回目の質問とさせていただ

きます。

○議長（石橋英和君） ４番　楠本君の質問項

目１、地域包括ケアシステムの構築に関する

質問に対する答弁を求めます。

　健康福祉部長。

〔健康福祉部長（石橋章弘君）登壇〕

－95－



○健康福祉部長（石橋章弘君） 地域包括ケア

システムの構築について、なぜ必要なのか市

民にわかりやすく説明をとのことについてで

すが、地域包括ケアシステムとは、介護が必

要となった高齢者が住み慣れた自宅や地域で

暮らし続けられるよう、医療・介護・介護予

防・活支援・住まいの五つのサービスを一体

的に受けられる支援体制のことです。

　団塊の世代が 75歳を超える 2025年に向け速

やかに導入をと、政府の社会保障制度改革国

民会議報告書において指摘されています。

　本市においては、高齢者保健福祉計画・介

護保険事業計画（さわやか長寿プラン 21）を、

平成 26年度中に見直すことになっており、

2025年を見据えた介護保険被保険者数、介護

保険認定者数、サービス利用者数などの推計

を行います。

　地域において高齢者の生活を支える仕組み

や課題を明らかにし、高齢者を支えるサービ

スを総合的に提供できるよう見直すことにな

っています。

　地域包括ケアシステムについて、市民の

方々に具体的でわかりやすい説明を行うこと

も重要です。６月７日には、市民の方々とと

もに勉強する機会として、橋本市地域包括ケ

アシンポジウムを開催させていただきました

引き続き、積極的な周知、啓発を進めていき

ます。

　次に、要支援１、２の方々の訪問介護、通

所介護について、地域支援事業にいつ移行す

るのか。また、これまでのサービスが保たれ

るのかについてですが、地域支援事業（高齢

者介護予防・日常生活支援総合事業）への移

行については、平成 29年４月までに全ての保

険者において実施されることが、国より示さ

れています。

　平成 27年度、平成 28年度については、市町

村の選択となっています。その移行時期、サ

ービスの内容については、住民の意向、サー

ビス提供者の把握等を行い、高齢者保健福祉

計画・介護保険事業計画策定推進委員会の審

議を経て、平成 26年度中に決定することにな

ります。

　次に、介護支援ボランティアポイント制度

の導入についてですが、この制度は、地方自

治体が介護支援にかかわるボランティア活動

を行った原則 65歳以上の高齢者に対し、実績

に応じて換金可能なポイントを付与する制度

であり、介護保険料を実質的に軽減する制度

です。介護保険法の規定に基づき、地域支援

事業交付金を財源として導入されました。

　本市においては、他市町村の実施状況等調

査中であり、介護保険料をポイントにより減

額する自治体もあることも承知していますが

現時点での導入の考えはありません。

　次に、住まいという点からのご質問ですが

特養などの施設入所待機者状況については、

平成25年３月末における特別養護老人ホーム

待機者数は、橋本市民の方で要介護１以上が

262 人であり、そのうち要介護３以上は 129

人です。なお、この数字は、和歌山県内各施

設から県に報告したものであり、重複を除い

た数字です。

　次に、住宅改修にＩＨヒーター設置を補助

対象にできないかについては、介護保険の制

度上、住宅改修においてはＩＨヒーターの設

置は給付対象として認められていません。

　そのような中、本市においては電磁調理器

の貸し出し事業を実施しておりますが、台数

が少ないこと、またＩＨ調理器を高齢になっ

てから使用することへの不慣れなどにより、

なかなか普及、利用が進んでいないのが現状

です。

　次に、在宅介護を支える医療と介護の連携

定期巡回随時対応型訪問介護・看護について

地域の医療・介護関係者などとどのように進
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められますかについてですが、切れ目のない

介護・医療サービスの提供に向けた取り組み

は、重要課題だと認識しています。医療と介

護の連携、定期巡回随時対応型訪問介護・看

護に関する現状における問題点や課題などを

整理するとともに、橋本市地域包括支援セン

ターが中心になり、医療機関やケアマネージ

ャー、訪問看護などを交え、意識づくりや情

報共有を図りながら、効果的かつ効率的な連

携手法の検討、構築を図っていきます。

○議長（石橋英和君）建設部長。

〔建設部長（塙阪　隆君）登壇〕

○建設部長（塙阪　隆君） 市営住宅のバリア

フリー化計画についてお答えします。

　平成 24年６月議会定例会において、市営住

宅のバリアフリー化について、橋本市営住宅

長寿命化計画の中で検討を行いますとの答弁

をしたところですが、計画を策定するにあた

り、財政面等の制約等も勘案し検討した結果

まずは建物本体を長期間にわたって活用でき

るよう、屋上防水や外壁改修を主に進めてい

ます。

　公営住宅とは、公営住宅法により、住宅に

困窮する低額所得者に対して、低廉な家賃で

賃貸する住宅と規定されています。そのため

高齢者や障がい者などの住宅需要には十分に

対応できていませんが、急速に進行する高齢

化社会において、バリアフリー化は重要であ

ると認識しています。

　しかしながら、バリアフリー化には、構造

上エレベーターの設置等は困難であること、

入居中の建物内部の工事には大幅な制約があ

ること、さらに多額の費用を要することなど

から、総合的に判断したものです。

　今後も、入居者の方の体調の変動等により

希望があった場合は、１階等への住み替えに

より対応していきたいと考えています。

○議長（石橋英和君） ４番　楠本君、再質問

ありますか。

　４番　楠本君。

○４番（楠本知子君） ご答弁、 ありがとうご

ざいました。細かく質問させていただきまし

て、部長より細かくお答えいただきましてあ

りがとうございます。理解させていただいた

ところです。

　先ほどは 20代の議員が一般質問させていた

だきました。私は 60代を、もうすぐ団塊の世

代に入る議員でございまして、ますます 2025

年をめざして、橋本市も高齢者でいっぱいに

なる。また、介護保険料も今は 4,000 円台で

すけど、 2025年には 8,000 円台になるん違う

んかなとか、また社会保障は医療と介護とか

言われているけど、本当にパンクするん違う

んかなという危機感と、私自身は不安でいっ

ぱいで、こういう質問をさせていただいたと

ころです。

　そんな中で、ケアシステムの構築が必要や

ということでございますので、今後 2025年ま

で約10年以上の計画を、一歩一歩進めていた

だきたいということになるかと思うんですけ

れども、先ほど部長のご答弁で、地域包括ケ

アシステムって結局何なのということについ

て、市民のお声にお答えいただけたかと思い

ます。

　こういった疑問に対して、市民の方々もと

もに理解をしていただく、協力をしていただ

くという部分もたくさんあるかと思いますの

で、今後もいろんなホームページなど利用し

ていただいて、周知また理解をしていただけ

るような広報を続けてお願いをいたしたいと

思います。

　まず、この構築に向けて進めていく上で、

この橋本市の人口形態がどのようになってい

くんかということが、ちゃんと把握しておか

ないとだめだと思うんです。介護が必要な人

であったりとか、介護も医療も必要な人であ
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ったりとか、そういった人が、どのように橋

本市に増えていくのか。また、今橋本市で行

われているいろんなサービス事業がございま

すが、そういったサービス事業にプラス何が

必要なのかというとこら辺を、まずはしっか

りと把握していただいて、課題といいますか

橋本市の包括ケアを構築していく上で、何が

一番大切なんかなということのニーズ調査と

いうのが一番大事だと思うんですけれども、

このニーズ調査に対してのお答えをいただき

たいと思うんですけど、ニーズ調査をいろん

なところでされるんですけど、結局、 100 ％

のニーズ調査ってなかなか難しいかと思うん

ですけど、やっぱり 100 ％をめざしたニーズ

調査をやっていただきたいと思うんですが、

そのあたりをお伺いさせていただきます。

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。

○健康福祉部長（石橋章弘君） 答弁させてい

ただきましたとおり、平成 26年度中に計画の

見直しを行うということで事務を進めており

ます。

　昨年度におきまして、議員おただしのよう

なニーズ調査のためのアンケート調査を実施

してございます。現在集計中、分析中でござ

いまして、この結果を、７月３日を予定して

おるんですけども、１回の策定推進会議でご

報告をして、いろいろご審議をいただくとい

う手順で、議員おっしゃられる 2025年、この

本年度見直しの計画は 2025年を見据えた中で 、

平成26年度中に見直していくという手順で、

現在事務を進めておるという状況でございま

す。

○議長（石橋英和君）４番　楠本君。

○４番（楠本知子君） 進めていただいている

という状況をお聞きいたしました。

　そしたら、回収率についてお伺いいたしま

す。

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。

○健康福祉部長（石橋章弘君） すいません。

ちょっと今手元に資料を持ち合わせてござい

ませんので、後ほどご回答させていただきた

いと思います。

○議長（石橋英和君）４番　楠本君。

○４番（楠本知子君） この間も、今、部長が

言っていただきましたように、産業文化会館

でシンポジウムがございまして、すごいいい

講演を聞かせていただきました。

　その中でも、やはりニーズ調査に対して、

いろんなニーズ調査をされるけど、 60％あた

りで手を打っていったら、 40％の声が聞こえ

ないということで、本当のニーズ調査になら

ないよというお話があったかと思うので、や

はり 100 ％のニーズ調査をやるんやという市

の意気込みが大事ですよという話を聞かせて

いただいたので、本当に必要な人に必要なサ

ービスを受けていくには、聞こえないお声を

聞いていくというのが大事かと思って、質問

をさせていただきました。

　次に、２番ですが、要支援１、２の地域支

援事業が、今後市町村裁量でできるというこ

とになるかと思います。橋本市地域包括支援

センターは、橋本市一つでございますけれど

も、地域におけるサービス事業をやっていく

ということは、日常生活ゾーンという考え方

が一つあるかと思います。この日常生活ゾー

ンを、橋本市はどのようにお考えいただいて

いるのか伺いたいと思います。

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。

○健康福祉部長（石橋章弘君） 現時点、それ

も含めて、いわゆる策定推進会議の中で議論

をしていただこうかなと考えております。

○議長（石橋英和君）４番　楠本君。

○４番（楠本知子君） それでは、その中でよ

ろしくご審議いただきたいと思います。

　橋本市全体でやはり高齢者の方が近くで行

けるところと考えていったら、日常生活ゾー
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ンというのは、もうちょっときめ細やかに取

り組んでいっていただけないとカバーできな

いんじゃないかなと思っているんです。よろ

しくお願いしたいと思います。

　介護ボランティア制度につきましては、今

は考えておられないということで、研究調査

をしていくというお答えをいただきました。

　介護だけに特化したボランティア制度をや

っておられるところとか、いろいろ自治体に

よって、このボランティアポイント制度があ

るかと思うんですけれども、私もボランティ

アポイント制度について２回質問させてもら

ったこともありますし、前回の質問では、健

康マイレージ事業ということでも質問をさせ

ていただきました。

　全国的ないろんな自治体で、こういったポ

イント制度を自治体に合った形で進めておら

れます。その自治体に合った形がいいかと思

うので、最近ポイント制度を取り入れられた

群馬県みどり市というところなんかは、自主

防災組織を活用されて、自主防災組織の中に

福祉部というところをつくっていただいて、

その福祉部の方々と民生委員との連携を密に

しながら、地域の福祉に少しでも貢献できる

ようなシステムをつくったり、またこの４月

からポイント制度をされた岐阜県可児市にお

いては、介護だけではなく子育てを応援して

いる方々や見守りをやっていただいている

方々を含めて、ポイント化制度をして、そし

て地域通貨をつくって、地域で活性化を含め

たポイント制度とされておられるところもご

ざいますので、今後、国もこういった制度を

進めていこうという方向をとられているかと

思うので、研究中ということでございますが

研究をしていただいて、考えていただけたら

と思います。

　次に、４番目の住まいということでお伺い

させていただきました。特別養護老人ホーム

が、今後介護度３以上、中度・重度の方でし

か入れなくなるようになるとか、不安がいっ

ぱいあります。

　そして、今待機状況もお聞かせいただいた

中で、かなりのまだ待機状況がある中で、高

齢者の方がさらにさらに増えていくわけです

から、待機状況がもっともっと大変になって

入れなくなるんじゃないかなという不安があ

りますけれども、必要な人には必要なところ

に入っていただけるような、入所できるよう

な連携といいますか、そういう相談にはきち

っと乗っていただけるのかなということが、

一点不安があるんですけれども、いかがでし

ょうか。

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。

○健康福祉部長（石橋章弘君） 特養への待機

者数の数字も報告させていただきました。ま

さに今回の計画の見直しというのは、今後の

利用者見込み数というのをまず考え、あるい

はそういう施設の供給、いわゆる事業者の

方々の動向も考慮し、適正な運営を図ってい

くべく計画を立てていくということになりま

す。

　また、もう一つは、先ほど来いろいろお話

しいただいています地域包括ケアシステムの

体制の確立によりまして、いわゆる施設に入

る方々、施設に入らずとも在宅でという在宅

での介護の限界自体を押し上げていくという

考え方も片方にあります。

　そこらあたりの兼ね合いということになり

ますので、そこらあたりは、先ほど来申し上

げていますいわゆる見直しの事務過程の中で

策定推進委員会等々で、資料を事務局からお

示しし、あるいはご提案をし、ご審議を経て

策定していきたいと考えております。

○議長（石橋英和君）４番　楠本君。

○４番（楠本知子君）ありがとうございます。

　次に、ＩＨの設置については、介護保険事
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業の中には入っていないので、それは補助対

象にならないということでございました。

　レンタルをさせていただいているというこ

とで、レンタル状況とレンタル台数をお教え

いただけますか。

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。

○健康福祉部長（石橋章弘君） 電磁調理器の

関係なんですけれども、従来は老人福祉法に

基づきます日常用品の貸付事業ということで

もともとはございました。

　それが、介護保険法ができたときに、介護

保険法に対象となるものは介護保険のほうで

ということになりまして、事業として残って

おる中にこういうＩＨの事業がございます。

　答弁も差し上げましたとおり、実際、台数

は非常に少なくございまして、現在うちが保

有しているのは３台でございます。ただ、ち

ょっと申し添えたいのは、いわゆる高齢者の

方々あるいはいわゆる体のご不自由な方々、

あるいは認知症の方々で、電子機器ですので

使い方が不慣れということもありまして、窓

口でケアマネージャー等が相談を受けたとき

にどうですかということも、実は案内パンフ

レットの中にございます。あるんですが、よ

う使うかなという話が一点。もう一点は、実

は最近この機器自体がかなり安くなっていま

して、一般市場にだいたい 5,000 円ぐらいか

らあるらしいです。というようなことで、あ

まりご利用が進んでいないというのは実情で

ございます。

○議長（石橋英和君）４番　楠本君。

○４番（楠本知子君）ありがとうございます。

　ＩＨをレンタルされているというのを知ら

ないので、わかりました。ＩＨを使用すると

きは、最初不慣れなので、使い方がわからな

いというお声も確かにそうかと思います。早

い段階から使っていただけたら、私も慣れた

らすごい使い勝手がよくって、やかんとかか

け忘れたりしたって勝手にとまるし、忘れた

らあかんのですけどね。忘れてしまうときも

あって、例えばそういう認知症予防の観点か

らいったら、家事を取り上げられてしまうよ

りかは、ＩＨを早目に設置していただければ

ずっと家事とかお料理ができるということで

認知症の予防にも十分つながっていくのでは

ないかなというところなので、まだまだこの

ＩＨ設置をされている自治体は少ないです。

少ないですけど、ないことはないです。やっ

ておられるところが、補助対象にされておら

れるところがありますので、今後考えていた

だけたらと思います。

　次に市営住宅なんですけど、市営住宅のバ

リアフリー化計画については大変費用がかか

るので、これはできないというご答弁であっ

たかと思うんですけれども、住み替え支援で

対応していくと。住み替え支援プラス、やは

りこれから増えていく上で、住み替え支援で

済めば、それでうまくいけばいいんですけれ

ども、高齢者が増えていきますので、そうい

ったほかの賃貸業者との連携とかといったと

ころあたりについても、住み替え支援全体的

の住宅政策として、市営住宅を含めてお考え

いただけないかなと思うんですけれども、い

かがでしょうか。

○議長（石橋英和君）建設部長。

○建設部長（塙阪　隆君） そういった住み替

えのところの連携につきまして、現在のとこ

ろ、計画はないわけですけれども、今後、そ

ういったことも含めて、高齢者は増えてまい

りますので、検討していかなければならない

とは考えておるわけでございますけれども、

住宅につきましては、現在のところ、模様が

えという形で、一部バリアフリーについての

取り組みをしたりとか、あるいは今後改修の

段階で、予算の限られる範囲の中でのバリア

フリーといいますかそういったことについて
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は考えていきたいなと考えております。

○４番（楠本知子君） ありがとうございまし

た。

　これで、１番目の質問を終わらせていただ

きます。

　２番目、お願いいたします。

○議長（石橋英和君） 次に、質問項目２、通

学路の安全対策に関する質問に対する答弁を

求めます。

　教育次長。

〔教育次長（坂本安弘君）登壇〕

○教育次長 （坂本安弘君） 通学路の安全対策

のご質問にお答えします。

　一点目ですが、ご承知のとおり通学路合同

点検については、平成 24年度に文部科学省、

国土交通省、警察庁が連携・協力して取り組

んできた事業です。

　橋本市においては、まず小・中学校からそ

れぞれの校区における危険箇所をピックアッ

プした後、中学校区ごとに協議を行い、交通

安全上の危険箇所を中心に精査し、 37箇所を

合同点検することとしました。

　対策状況については、平成 25年６月議会の

文教厚生委員会において報告しています。 37

箇所のうち 28箇所については、平成 25年度末

でほぼ対応ができておりますが、残りの９箇

所については、ハード的な対策が困難である

ので、見守りなどのソフト的な対応を考えて

いかなければならない状況です。

　通学路合同点検の結果については、小・中

学校を通じて保護者に公表していますが、対

応状況については公表していないのが実情で

す。

　今後は、教育委員会のホームページにおい

て公表していきたいと考えていますので、ご

理解のほどよろしくお願いします。

○議長（石橋英和君）建設部長。

〔建設部長（塙阪　隆君）登壇〕

○建設部長（塙阪　隆君） 車の最高速度を 30

㎞にする区域ゾーン 30の路面表示の拡大につ

いてお答えします。

　ゾーン 30とは、生活道路における歩行者等

の安全な通行を確保することを目的として、

区域を定めて時速 30㎞の速度規制を実施する

とともに、必要に応じて他の安全対策を組み

合わせることにより、ゾーン内の抜け道とし

て通行する行為の抑制等を図る生活道路対策

です。

　推進に向けては、地域、道路管理者、警察

とが連携し、住民との円滑な合意形成が必要

であると認識しています。

　そこで、議員おただしのゾーン 30の路面表

示の拡大については、通学路の安全対策にお

ける一つの方法であると考えられますが、ゾ

ーン30の区域設定には、前述のとおり住民の

皆さまの理解が必要不可欠であるなど課題点

も多く、まずは調査・研究し、推進体制の確

立を踏まえ、検討してまいりたいと考えてい

ます。

○議長（石橋英和君） ４番　楠本君、再質問

ありますか。

　４番　楠本君。

○４番（楠本知子君） ありがとうございまし

た。

　通学路の合同点検の実施報告については、

ホームページで公開をしていただけるという

ことですので、あやの台小学校を含めて公開

していただけますようお願いいたします。

　続いて、ゾーン 30のことなんですけれども 、

ゾーン 30について、橋本市でゾーン 30を区域

設定されておられるところは、今、あります

か。

○議長（石橋英和君）建設部長。

○建設部長（塙阪　隆君） 平成23年９月 20日

でございますけれども、警察庁交通局長より

各地方機関の長、各都道府県の警察の長宛て
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に、ゾーン 30の推進についての通達が出され

ました。

　このことを受けまして、橋本市でも所轄警

察主導で、もともと地元から要望のありまし

た橋本ニュータウン地内にゾーン 30を設定し

ております。モデルケースということで設置

をしております。

○議長（石橋英和君）４番　楠本君。

○４番（楠本知子君） 橋本市の胡麻生ニュー

タウンのほうでゾーン 30をされたということ

でございますが、通学路においても今後検討

していただきたいと要望させていただきたい

と思います。

　これともう一つ、 30㎞に制限する通学路付

近の狭い道路の中において、これはゾーン 30

ではないんですけど、時速 30㎞を抑える指定

を、いろんな小学校区の中でされておられま

す。

　それは、そういう 30㎞に抑えるという対策

も進めてほしいんですけど、それとお願いに

なるんですけど、ドライバーとしては、この

道まで来てポールがあれば、この道が 30㎞制

限やということがわかるんですけど、路面表

示がないから、どこからが 30㎞で、どこで 30

㎞が終わるのかがわからないんです。途中ま

で来て、ここは 30㎞制限の道やったんやとい

う感じになります。

　路面表示をしていただくことによって、ド

ライバー自身が 30㎞を早く意識できて、通学

路で安全対策が進むと思います。

　今後、橋本こども園も応其こども園も小学

校区を重ねてできてまいりますんで、そうい

ったゾーン 30にあわせて、ゾーン 30ではない

ですけど 30㎞を制限するような対策も同時に

進めていただきたいと要望させていただきま

す。

　今回、文教厚生委員会のほうで、通学路に

ついてはご報告されるということでございま

すので、よろしくお願いいたしたいと思いま

す。

　これで、２番目を終わらせていただきます。

○議長（石橋英和君） 次に、質問項目３、く

るみんマークの啓発と促進に関する質問に対

する答弁を求めます。

　健康福祉部長。

〔健康福祉部長（石橋章弘君）登壇〕

○健康福祉部長（石橋章弘君） くるみんマー

クの啓発と促進についてお答えいたします。

　まずくるみんマークとは、企業が行動計画

を策定し、その行動計画に定めた目標を達成

するなど一定の要件を満たした場合、申請に

より子育てサポート企業として、厚生労働大

臣の認定を受けることができる認定マークの

ことです。

　この認定を受けた企業は、このマークを商

品、広告などに使用することにより、子育て

サポート企業であることがＰＲできたり、一

定の条件のもと税制優遇措置を受けたりする

ことができます。

　一点目の橋本市でくるみんマーク認定企業

はあるかとのおただしですが、現在、橋本市

内の企業でくるみんマークを取得している企

業はありません。

　次に、二点目のくるみんマークが市民の中

で浸透しているかとのおただしですが、アン

ケートなど具体的に調査していませんが、認

知度は低いと考えます。

　今後は、広報紙などを通じてＰＲするとと

もに、本市誘致企業に対しても、この制度に

ついて周知していきたいと考えております。

　三点目の市独自の優遇制度も考えてはいか

がかとのおただしですが、国の制度として一

定条件のもと税制優遇制度はあること、新た

な財政負担に対する財源を確保しなければな

らないことなどから、独自の優遇制度は考え

ていませんので、ご理解のほどよろしくお願
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いいたします。

○議長（石橋英和君） ４番　楠本君、再質問

ありますか。

　４番　楠本君。

○４番（楠本知子君） ご答弁ありがとうござ

いました。

　くるみんマークについては、認定企業はな

いということで、これから広報していただく

ということでございますので、よろしくお願

いしたいと思います。

　最後に、企業誘致のところでお聞かせいた

だきたいと思うんですけど、橋本市の企業力

アップの立地ガイドブックがございます。こ

の中で、３番目に、橋本市の企業に来ていた

だくためには、安価な人件費でコスト削減と

いうことで、非常に和歌山県は人件費が安い

ですよということをアピールしていただいて

います。和歌山県は 701 円で、非常に安いで

すよと、どうぞ企業、来てくださいというア

ピールなんですけれども、今、和歌山県の進

学率が全国で最高ぐらいにあるんで、大学を

出られた方が、やっぱり和歌山県に戻ってこ

ないのはなぜかということになるかと思うん

です。なかなか和歌山県へ戻ってきてくれな

いというのは、やはりお二人が一生懸命働い

ても、年収がお二人で働いて 556 万円という

ことで、これは全国 42位ということで、ひど

く低いということでございます。

　こういったセールスポイントとしてもらい

たくないなと思うんです。それよりか、橋本

市は子育てするには、企業が来ていただくの

であれば、こういったくるみんマークを、特

に女性の方が働きやすい環境をつくっていく

ような企業が来てほしいですというアピール

に変えていただきたいと、市長に直にお願い

をしたいと思うんですけれども、時間がない

ので申しわけないですけど、そういった企業

対策を今後、木下市長を続けて、また企業に

取り組んでいただけるかと思うんですけれど

も、こういった視点も改めて入れていただけ

ればと思うんですけれども、いかがでしょう

か。

○議長（石橋英和君）市長。

〔市長（平木哲朗君）登壇〕

○市長（平木哲朗君） 楠本議員の質問に対す

る答弁をいたします。

　確かに、そこに書かれていることは、非常

に橋本市にとっても逆にマイナスな面がある

んかなと思っています。一度見直していきま

す。

　先日、誘致企業の企業回りをしてきたんで

すけども、現状の雇用というのは、実はある

企業で時給 1,300 円というところがあります 。

これは、募集したんですけど、来ませんでし

た。今、誘致企業の中でやっぱり難しい雇用

の確保というのが、現在非常に難しい状況に

ありまして、要は製造業がほとんどですので

やはり雇用のマッチングというのが、今なか

なか図れていない。橋本市としても、高校生

の雇用を確保しようということで、企業誘致

室が企業と一緒に各高校を回ったりという取

り組みをしていて、何とか市内の高校生の就

職希望の人の雇用を確保しようという動きを

今現在市のほうでも進めています。

　先ほどからくるみんマークの件もそうなん

ですけども、橋本市としても非常に重要なこ

とと認識をしておりますので、誘致企業に対

してそういう働きをこれからさせていただき

ますので、ご了解をいただきたいと思います。

○議長（石橋英和君）４番　楠本君。

○４番（楠本知子君） 以上で終わります。あ

りがとうございました。

○議長（石橋英和君） ４番　楠本君の一般質

問は終わりました。

　この際、11時まで休憩いたします。

（午前10時46分　休憩）
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（午前11時00分　再開）

○議長（石橋英和君） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

　日程に従い、一般質問を行います。

　健康福祉部長。

○健康福祉部長（石橋章弘君） 先ほど４番議

員の質問に対しまして、保留しておった答弁

を報告いたします。

　内容は、高齢者保健福祉計画・介護保険事

業計画の見直しに向けてのアンケートを実施

した際の有効回収率でございますけども、こ

れが61.2％、61％強でございました。対象は

一般高齢者、それと軽度、いわゆる要支援１

２、それと介護２からの方々、それぞれ

800 、 800 、 700 件、計 2,300 件を実施して

おります。

　これに加えまして、ケアマネージャーの

方々にもアンケートを実施しております。こ

れはほぼ 100 ％回収と聞いております。あと 、

地域内の在宅介護支援事業者の方々へもヒア

リングを行っております。

　それらの内容をもとに、見直しに向けての

材料としていきたいと考えております。

　以上です。
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